Spatiotemporal imaging documented the maturation of the cardiomyocytes from human induced pluripotent stem cells by 青山 純也
論文内容の要旨 
Spatiotemporal imaging documented the maturation of 
 the cardiomyocytes from human induced pluripotent stem cells 
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【背景】 










（hyperpolarization-activated cyclic nucleotide-gated potassium channel 4: HCN4）のホモロジー




Activin A、線維芽細胞成長因子、IWR-1、 Vascular endothelial growth factor などの各種サイ
トカインを段階的に作用させて効率的に拍動する心筋細胞へと分化させた。分化開始後 15
日目に接着培養へ移し、150 日目まで継続して分化培養を行った。分化開始から 49 日目ま
















た。それらが分化 70 日目以降には MYH6 の発現は有意に低下し、ギャップ結合に関して




















 将来の循環器再生医療において、ヒト iPS 細胞由来心筋細胞の細胞骨格や機能的な同期
収縮をする性質の獲得時期を考慮すると、移植可能な生体素材としては分化開始後 70 日
以上の日数が必要である事が、本研究から明らかとなった。 
 
